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日
常
、
引
火
性
ガ
ス
や
爆
発
性
の
ガ
ス
が
発
生
し
、
か
こ
ま
れ
て
い
る
厳
し
い
環
境
に

お
い
て
も
計
量
作
業
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
一
瞬
で
も
火
花
が
で
れ
ば
、
大
惨
事
に
つ

な
が
る
た
め
、
計
量
器
各
社
は
、
ど
ん
な
状
況
に
お
い
て
も
火
花
や
高
温
を
出
さ
な
い

「
防
爆
構
造
」
の
計
量
機
器
や
装
置
、
シ
ス
テ
ム
を
取
り
揃
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
厚
生

労
働
省
が
定
め
た
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
2
8
0
条
第
1
項
の
「
防
爆
構
造
規
格
」
を
も

と
に
、
厳
し
い
検
定
を
合
格
し
た
計
量
機
器
で
あ
る
。
爆
発
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
安
全
管

理
の
怠
慢
が
主
要
因
の
人
災
で
あ
る
。
防
爆
構
造
の
計
量
機
器
は
、
安
全
で
効
率
的
な
計

量
作
業
が
お
こ
な
え
る
こ
と
か
ら
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

防
爆
構
造
の
規
格
と
各
社
の
製
品
紹
介

爆
発
と
防
爆

　

労
働
安
全
衛
生
法
令
で
定

め
る
電
気
機
械
等
の
防
爆
検

定
業
務
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
る
（
公
社
）
産
業
安
全
技

術
協
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

爆
発
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所

に
お
い
て
、
電
気
設
備
な
ど

が
発
し
た
火
花
や
高
熱
に
よ

り
、
爆
発
ま
た
は
火
災
が
発

生
す
る
の
は
、
爆
発
性
ガ
ス

（
可
燃
性
ガ
ス
ま
た
は
可
燃

性
液
体
の
蒸
気
）、あ
る
い
は

燃
焼
性
粉
じ
ん
（
爆
発
性
粉

じ
ん
ま
た
は
可
燃
性
粉
じ

ん
）
が
あ
る
場
所
で
、
酸
化

性
成
分
（
空
気
、
酸
素
な
ど

の
支
燃
性
ガ
ス
）
と
適
当
な

割
合
に
混
合
（
爆
発
限
界
内

組
成
）
し
て
、
こ
れ
に
発
火

源
（
火
花
や
高
い
温
度
な
ど

の
爆
発
を
お
こ
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
が
存
在
す
る
と
き
に

爆
発
が
生
じ
る
。
例
と
し
て

次
の
3
つ
の
要
素（
陰
隠
韻
）

が
同
時
に
存
在
し
た
時
に
発

生
す
る
。

陰
爆
発
物
質
＝
▽
爆
発
性
ガ

ス
（
ア
セ
チ
レ
ン
、
水
素
、

エ
チ
レ
ン
等
）
▽
可
燃
性
粉

じ
ん
（
金
属
粉
、
石
炭
粉
等
）

▽
可
燃
性
繊
維
（
繊
維
、
繊

維
く
ず
）

隠
酸
素
（
空
気
）

韻
点
火
源
＝
▽
電
気
火
花
▽

温
度
▽
静
電
気
▽
機
械
的
衝

撃
、
摩
擦

　

実
際
の
爆
発
性
危
険
場
所

の
例
と
し
て
、
▽
危
険
物
質

を
製
造
す
る
工
場
▽
危
険
物

質
を
原
材
料
と
し
て
ほ
か
の

製
品
を
製
造
し
て
い
る
工
場

▽
生
産
ラ
イ
ン
の
な
か
で
、

種
々
の
目
的
で
危
険
物
質
を

使
用
す
る
工
場
▽
試
作
あ
る

い
は
実
験
な
ど
で
危
険
物
質

を
使
用
す
る
工
場
、実
験
室
、

研
究
室
▽
危
険
物
質
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
使
用
す
る
設
備

の
周
辺
、
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
、

運
搬
シ
ス
テ
ム
な
ど　

　

具
体
的
に
は
、
▽
ガ
ソ
リ

ン
、
L
P
G
お
よ
び
C
N
G

ス
タ
ン
ド
ま
た
は
貯
蔵
業

（
設
備
）
▽
発
電
所
▽
半
導

体
製
造
業
▽
化
学
工
業
▽
塗

料
製
造
業
、
塗
装
業
▽
食
料

品
製
造
業
▽
ガ
ス
充
填
所
▽

病
院
（
手
術
室
な
ど
）
▽
印

刷
業
▽
土
木
業
▽
燃
料
油
送

管
の
周
辺
▽
危
険
物
質
の
運

送
業
▽
洗
浄
装
置
お
よ
び
作

業
場
▽
可
燃
性
ガ
ス
や
可
燃

性
液
体
を
燃
料
と
し
て
使
用

す
る
設
備
の
周
辺

危
険
場
所
の
分
類

　

危
険
場
所
は
、
可
燃
性
ガ

ス
・
蒸
気
の
放
出
・
漏
洩
の

頻
度
お
よ
び
爆
発
性
雰
囲
気

の
存
在
時
間
に
よ
っ
て
次
の

3
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

《
特
別
危
険
箇
所
》【
ゾ
ー
ン

0
】（
旧
0
種
場
所
）
爆
発
性

雰
囲
気
が
、
連
続
し
て
存
在

す
る
か
、
ま
た
は
長
時
間
存

在
す
る
場
所
（
例
：供
ふ
た
僑

が
開
放
さ
れ
た
容
器
内
の
可

燃
性
液
体
の
液
面
付
近
）。

《
第
1
類
危
険
箇
所
》【
ゾ
ー

ン
1
】（
旧
1
種
場
所
）
爆
発

性
雰
囲
気
が
、
正
常
状
態
で

生
成
す
る
こ
と
が
あ
る
場
所

（
例
：
通
常
の
運
転
・
操
作

に
よ
る
製
品
の
取
出
し
、
ふ

た
の
開
閉
な
ど
に
よ
っ
て
、

可
燃
性
ガ
ス
・
蒸
気
を
放
出

す
る
開
口
部
付
近
。
点
検
・

修
理
作
業
の
た
め
に
、
可
燃

性
ガ
ス
・
蒸
気
を
し
ば
し
ば

放
出
す
る
開
口
部
付
近
。
屋

内
ま
た
は
通
風
・
換
気
が
妨

げ
ら
れ
る
場
所
で
、
可
燃
性

ガ
ス
・
蒸
気
が
滞
留
す
る
可

能
性
の
あ
る
場
所
）。 

《
第
2
類
危
険
箇
所
》【
ゾ
ー

ン
2
】（
旧
2
種
場
所
）
爆
発

性
雰
囲
気
が
、
正
常
状
態
で

生
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
た

と
え
生
成
し
て
も
短
時
間
し

か
存
在
し
な
い
場
所
（
例
：

容
器
類
が
腐
食
、
劣
化
な
ど

の
た
め
に
破
損
し
て
可
燃
性

ガ
ス
・
蒸
気
を
漏
出
す
る
可

能
性
の
あ
る
場
所
。
誤
操
作

に
よ
っ
て
可
燃
性
ガ
ス
・
蒸

気
を
放
出
し
た
り
、
異
常
反

応
な
ど
の
た
め
に
可
燃
性
ガ

ス
・
蒸
気
を
漏
出
す
る
可
能

性
の
あ
る
場
所
。
第
1
類
危

険
箇
所
の
周
辺
ま
た
は
1
種

場
所
に
隣
接
す
る
室
内
で
爆

発
性
雰
囲
気
が
ま
れ
に
侵
入

す
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
）。

防
爆
と
防
爆
構
造

　

防
爆
と
は
、
一
般
的
に
爆

発
を
防
止
す
る
か
、ま
た
は
、

爆
発
か
ら
身
体
や
設
備
を
守

る
こ
と
を
い
う
が
、
工
業
分

野
で
は
前
者
の
こ
と
を
さ

し
、
工
場
や
作
業
場
所
に
存

在
す
る
爆
発
性
物
質
に
点
火

し
、
爆
発
さ
せ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
防
爆
機
器
と
は
、
工

場
や
作
業
場
所
に
存
在
す
る

熱
爆
発
性
物
質
に
点
火
、
爆

発
さ
せ
な
い
よ
う
に
点
火
源

を
排
除
し
た
電
気
機
器
の
こ

と
で
あ
る
。

防
爆
機
器
の
規
格

　

防
爆
機
器
は
、
人
身
の
安

全
の
た
め
、
各
国
、
地
域

（
欧
州
な
ど
）
ご
と
に
規
格

で
要
求
事
項
（
要
件
）
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
規
格

へ
の
適
合
性
が
、
指
定
さ
れ

た
公
的
機
関
で
検
定
、
ま
た

は
審
査
を
受
け
、
認
証
さ
れ

る
こ
と
が
、
各
国
の
法
令
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

各
規
格
は
、
防
爆
を
実
現

す
る
た
め
に
保
護
構
造
と
し

て
、
次
の
構
造
を
規
定
し
、

そ
の
1
つ
ま
た
は
2
つ
以
上

の
保
護
構
造
で
防
爆
機
器
を

構
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。（
別
表
参
照
）

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

特徴記号
（例）防爆構造

　爆発性物質が電機機器の容器内に侵入し、爆発しても爆発圧力に耐え、かつ火炎が外部の爆発性物
質に点火しない構造。d耐圧防爆構造
　電気機器の容器内に空気、窒素、炭酸ガス等の保護ガスを送入、または封入し、爆発性物質が容器
内に侵入しない構造。p内圧防爆構造

　正常運転で、火花、または高温などの点火源を発生しない構造。e安全増防爆構造
　電気機器の構成部分（カイロ、配線等）で、火花などの点火源を絶縁油に収める構造。o油入防爆構造

　正常運転、または、特定の異常状態で、外部の爆発性物質に点火しないことが確認された構造。ia
ib本質防爆構造
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「
昴
Σ（
ス
バ
ル
シ
グ
マ
）」

は
、
耐
圧
防
爆
無
線
式
吊
り

は
か
り
。
既
存
の
製
品
「
昴

（
ス
バ
ル
）」が
も
つ
高
精
度

は
そ
の
ま
ま
に
、
無
線
式
に

す
る
な
ど
機
能
を
向
上
し

た
。
防
爆
等
級
2
G
4
（
Ⅱ

B
T
4
）
で
、
防
爆
地
区
で

計
量
し
、
非
防
爆
地
区
で

デ
ー
タ
を
受
信
で
き
る
。
ま

た
、
第
1
塁
危
険
場
所
で
使

用
で
き
る
防
爆
無
線
ハ
ン

デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
W
H
T

5
0
0−

E
x
」（
防
爆
等

級
E
x
d
Ⅱ
C
T
A
）
も
用

意
し
て
い
る
。

　

特
許
・
荷
重
デ
ン
タ
ル
装

置
に
よ
る
高
精
度
（
±
0
・

0
5
％
）、
特
許
・
充
電
器

ロ
ッ
ク
機
能
に
よ
る
安
全
性

に
加
え
、
非
防
爆
区
域
か
ら

ハ
ン
デ
ィ
表
示
受
信
機
で
操

作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業

員
に
と
っ
て
よ
り
安
全
な
計

量
作
業
が
実
現
で
き
る
。

　

吊
り
は
か
り
の
た
め
、
計

量
し
な
が
ら
移
動
で
き
、
作

業
効
率
が
向
上
し
、
時
間
も

短
縮
で
き
る
。

【
特
長
】
▽
防
爆
等
級
2
G

4
（
Ⅱ
B
T
4
）
対
応
▽
防

爆
地
区
で
計

量
、
非
防
爆
地
区
で
デ
ー
タ

を
受
信
▽
ド
ラ
ム
ダ
ン
パ
ー

に
取
付
可
能
▽
圧
倒
的
な
効

率
化
＝
計
量
し
な
が
ら
移
動

で
き
る
の
で
、
作
業
効
率
が

大
幅
に
よ
く
な
る
。
今
ま
で

台
は
か
り
し
か
使
え
な
か
っ

た
場
所
で
も
使
え
、
省
ス

ペ
ー
ス
に
な
る
。
▽
特
許
・

荷
重
伝
達
装
置
が
±
0
・
0

5
％
の
高
精
度
＝
平
衡
リ
ン

ク
機
能
で
高
精
度
の
計
算
が

可
能
。
内
蔵
さ
れ
た
バ
ッ
テ

リ
ー
は
充
電
式
で
、
特
許
・

充
電
器
ロ
ッ
ク
機
能
が
安
全

を
守
る
。

【
本
体
仕
様
】
▽
型
式
＝
E

P−

C−

　

W
／
E
P−

30

C−

　

W
／
E
P−

C−

60

1
2
0
W
／
E
P−

C−

2
0
0
W
／
E
P−

C−

3
0
0
W
／
E
P−

C−

5
0
0
W
▽
秤
量
＝
0
・
3

t
〜
5
t
▽
目
量
＝
0
・
1

茜 
〜
2
茜
▽
表
示
形
＝
赤

色
L
E
D
セ
ブ
ン
セ
グ
メ
ン

ト【
ハ
ン
デ
ィ
表
示
受
信
機
仕

様
】
▽
型
式
＝
B
S−

　

R
52

▽
表
示
方
式
＝
L
C
D
▽
文

字
高
＝　

・
8
亜
▽
機
能
＝

17

オ
ン
／
オ
フ
・
ゼ
ロ
・
ネ
ッ

ト
／
グ
ロ
ス
・
風
袋
・
ホ
ー

ル
ド
▽
非
防
爆
区
域
で
使
用

可
能

【
防
爆
無
線
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー

ミ
ナ
ル
仕
様
】
▽
型
式
＝
W

H
T
5
0
0−

E
x
▽
表

示
方
式
＝
2
・
0
型
、
Q
V

G
A
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
▽
第
1
類
危
険
箇
所
で

使
用
可
能【

問
い
合
わ
せ
】

珂
守
隨
本
店
＝
愛

知
県
名
古
屋
市
中

川
区
福
川
町
3
丁

目
1
番
地
、
電
話

0
5
2−

3
6
1

−

1
5
1
1
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最
新
防
爆
は
か
り
の
紹
介
敢

耐
圧
防
爆
無
線
式
吊
り
は
か
り

昴
Σ

守
隨
本
店

耐圧防爆無線式吊りはかり　昴Σ

ハンディ表示受信機BS-52R

防爆無線ハンディターミナルWHT500-Ex

　
「
ザ
・
ス
イ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」

に
本
質
安
全
防
爆
型
が
加

わ
っ
た
。
指
示
計
「
H
D−

1
0
0
b
X
」
と
T
T−

b

X
、
T
T−

S
b
X
、
U
T

T
Ⅱ−

S
b
X
の
組
み
合

わ
せ
は
労
検
取
得
（
第
T
C

2
0
5
6
4
号
）し
て
お
り
、

特
定
計
量
器
で
検
定
に
も
対

応
す
る
。

　

マ
ル
チ
ロ
ー
ド
セ
ル
式
の

た
め
、
従
来
防
爆
構
造
で
は

で
き
な
か
っ
た
薄
型
フ
ロ
ア

ス
ケ
ー
ル
や
、
積
載
寸
法
の

カ
ス
タ
ム
化
が
可
能
と
な
っ

た
。

【
指
示
計
H
D−

1
0
0

b
X
仕
様
】
◇
表
示
部
▽
表

示
方
式
＝
7
セ
グ
メ
ン
ト
L

C
D
▽
字
高
・
桁
数
＝
質
量

表
示　

亜
（
6
桁
）、
総
量
表

30

示　
・
5
亜
（
5
桁
）、
風
袋

11
表
示　

・
5
亜
（
5
桁
）
◇

11

操
作
部
▽
状
態
表
示
＝
▼

マ
ー
ク
・
正
味
・
固
定
風
袋
・

ホ
ー
ル
ド
▽
マ
ー
ク
表
示
＝

H
I
・
O
K
・
L
O
・
C
Z
・

O
▽
キ
ー
ス
イ
ッ
チ
＝
メ
カ

ニ
カ
ル
ス
イ
ッ
チ　

点
、
O

21

N
／
O
F
F
・
ゼ
ロ
・
風
袋

引
・
固
定
風
袋
・
上
限
・
下
限
・

コ
ー
ド
・
変
更
・
テ
ン
キ
ー
・

設
定
・
ホ
ー
ル
ド
・
＋
印
字
・

マ
イ
ナ
ス
印
字
・
合
計
◇
ア

ナ
ロ
グ
部
▽
入
力
感
度
＝

0
・
5　

／
d
裟
▽
入
力
範

μV

囲
＝
0
・
1　

〜　
　

▽

mV

10
mV

ロ
ー
ド
セ
ル
印
加
電
圧
＝
D

C
5
V
F
±
5
％
セ
ン
ス
付

▽
ロ
ー
ド
セ
ル
駆
動
能
力
＝

　
　

（
3
5
0
Ω
ロ
ー
ド
セ

60
mA

ル
4
個
以
内
）
▽
A
／
D
変

換
速
度
＝
約　

回
／
秒
▽
内

30

部
分
解
能
＝
1
0
0
0
0
0

0
▽
最
大
表
示
分
解
能
＝
1

0
0
0
0
◇
機
能
▽
ゼ
ロ
＝

ワ
ン
タ
ッ
チ
ゼ
ロ
▽
風
袋
引

＝
ワ
ン
タ
ッ
チ
風
袋
引
、
固

定
風
袋
引
▽
上
限
下
限
設
定

＝
H
I
・
O
K
・
L
O
表
示

▽
コ
ー
ド
登
録
＝
1
0
0
種

（
0
〜　

）、コ
ー
ド
別
に
上

99

限
・
下
限
・
固
定
風
袋
を
登

録
▽
ホ
ー
ル
ド
＝
3
種
類
か

ら
選
択
（
通
常
ホ
ー
ル
ド
・

平
均
化
ホ
ー
ル
ド
・
ピ
ー
ク

ホ
ー
ル
ド
）
▽
加
減
算
機
能

＝
計
量
値
を
加
減
算
し
合
計

を
表
示
▽
テ
ス
ト
モ
ー
ド
＝

液
晶
表
示
、
ス
イ
ッ
チ
の
動

作
テ
ス
ト
モ
ー
ド
▽
キ
ー

ロ
ッ
ク
機
能
＝
各
ス
イ
ッ
チ

の
動
作
禁
止
設
定
◇
防
爆
仕

様
▽
防
爆
等
級
＝
E
x
i
b

Ⅱ
B
T
4
（
本
質
安
全
防
爆

構
造
）
▽
労
検
番
号
＝
第
T

C
2
0
5
6
4
号
▽
設
置
区

域
＝
第
1
類
お
よ
び
第
2
類

場
所
（
屋
内
）
◇
そ
の
他
仕

様
▽
動
作
環
境
＝
温
度
マ
イ

ナ
ス　

℃
〜　

℃
、
湿
度　

10

40

85

％　

以
下（
結
露
な
き
こ
と
）

RH
▽
保
護
等
級
＝
I
P　

相
当

67

▽
外
形
寸
法
＝
2
8
0（
W
）

×
2
0
5
（
H
）
×
1
3
0

（
D
）
亜
（
突
起
部
含
ま
ず
）

▽
製
品
質
量
＝
約
3
茜

【
フ
ロ
ア
ー
ス
ケ
ー
ル 
T

T
型
仕
様
】▽
型
式（
材
質
：

ス
テ
ン
レ
ス
）
＝
T
T−

3

0
0
S
X
／
T
T−

6
0

0
S
X
／
T
T−

1
S
X

／
T
T−

1
・
5
S
X
／
T

T−

2
S
X
／
T
T−

3

S
X
／
T
T−

5
S
X
▽

型
式
（
材
質
：
鉄
）
＝
T
T

−

3
0
0
X
／
T
T−

6

0
0
X
／
T
T−

1
X
／

T
T−

1
・
5
X
／
T
T−

2
X
／
T
T−

3
X 
／
T

T−

5
X
▽
ひ
ょ
う
量
＝

3
0
0
茜
〜
5
0
0
0
茜
▽

目
量
＝
1
0
0
扱
〜
2
茜
▽

高
さ
＝
1
4
5
亜
〜
2
3
0

亜【
問
い
合
わ
せ
】
珂
田
中
衡

機
工
業
所
＝
新
潟
県
三
条
市

福
島
新
田
丙
2
3
1
8−

1
、
電
話
0
2
5
6−
4
5

−

1
2
5
1

本
質
安
全
防
爆
計
量
シ
ス
テ
ム

指
示
計
H
D−

1
0
0
b
X

田
中
衡
機
工
業
所

指示計HD-100bX

フロアースケールTT型



■
本
質
安
全
防
爆
型
台
は
か

り
K
L−

1
0
0
N
X−

K−

I
S−

D
シ
リ
ー
ズ

　

K
L−

1
0
0
N
X−

K−

I
S−

D
シ
リ
ー
ズ

は
、
特
別
危
険
場
所
（
旧
0

種
場
所
）
で
も
使
用
で
き
る

国
家
検
定
付
き
台
は
か
り
、

お
よ
び
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
で
あ

る
。

【
特
長
】
▽
本
質
安
全
防
爆

構
造
E
x
i
a
Ⅱ
B
T
4
▽

全
機
種
、
取
引
・
証
明
に
使

用
で
き
る
国
家
検
定
品
（
わ

が
国
の
計
量
法
に
準
拠
）
▽

供
給
電
源
は
配
線
不
要
の

バ
ッ
テ
リ
駆
動（
乾
電
池
式
）

▽
本
質
安
全
防
爆
型
デ
ー
タ

ロ
ガ
ー
に
、
1
0
1
0
件
の

計
量
デ
ー
タ
を
記
憶
▽
小
容

器
（
3
手
）、
ド
ラ
ム
缶
（
4

0
0
手
）、
コ
ン
テ
ナ
（
1
5

0
0
手
）
な
ど
計
量
可
能
な

充
実
の
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

【
仕
様
】
▽

ひ
ょ
う
量（
最

大
計
量
可
能

重
量
）＝
3
／

6
手
、　

／　
30

60

手
、　

／
1
5

60
0
手
、4
0
0

　

ク
ボ
タ
は
、1
9
8
4（
昭

和　

）
年
に
耐
圧
防
爆
型
は

59
か
り
を
発
売
し
て
以
来
、
今

年
で　

年
目
を
迎
え
る
。
以

30

来
、
画
期
の
製
品
を
供
給
し

て
き
た
。

　

近
年
で
は
、
世
界
初
の
樹

脂
充
填
防
爆
型
デ
ジ
タ
ル

ロ
ー
ド
セ
ル
の
発
売
（
海
外

の
み
）、高
い
耐
久
性
と
安
定

し
た
長
距
離
伝
送
の
耐
圧
防

爆
型
ハ
ン
デ
ィ
ー
バ
ー
コ
ー

ド
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
発
売
な

ど
。
ま
た
中
国
（
N
E
P
S

I
）、韓
国（
K
O
S
H
A
）は

じ
め
海
外
の
防
爆
規
格
へ
の

対
応
も
す
す
め
て
い
る
。

　

ク
ボ
タ
の
販
売
・
サ
ー
ビ

ス
会
社
で
あ
る
「
叙
ク
ボ
タ

計
装
」
で
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ベ
ー
シ
ッ
ク
ア
セ
ッ
サ
（
略

称
：
S
B
A−

E
x
資
格
）

を
自
社
の
営
業
、
サ
ー
ビ
ス

社
員
の
全
員
に
取
得
さ
せ
る

3
カ
年
計
画
を
推
進
し
て
い

る
。

（
3
0
1
9
号
吋
面
の
つ
づ
き
）

構
造
規
格
と
特
長

■
耐
圧
防
爆
構
造
＝
容
器

が
、
そ
の
内
部
に
侵
入
し
た

爆
発
性
雰
囲
気
の
内
部
爆
発

に
対
し
て
、
損
傷
を
受
け
る

こ
と
な
く
耐
え
、
か
つ
、
容

器
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
接

合
部
ま
た
は
構
造
上
の
開
口

部
を
通
し
て
外
部
の
対
象
と

す
る
ガ
ス
ま
た
は
蒸
気
の
爆

発
性
雰
囲
気
へ
と
引
火
を
生

じ
る
こ
と
の
な
い
電
気
機
器

の
防
爆
構
造
。

■
内
圧
防
爆
構
造
＝
容
器
内

の
保
護
ガ
ス
の
圧
力
を
外
部

の
雰
囲
気
の
圧
力
を
超
え
る

あ
る
値
に
保
持
す
る
こ
と
、

ま
た
は
容
器
内
の
ガ
ス
ま
た

は
蒸
気
の
濃
度
を
爆
発
下
限

界
よ
り
十
分
に
低
い
レ
ベ
ル

に
希
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
防
爆
性
能
を
確
保
す
る

電
気
機
器
の
防
爆
構
造
。

■
安
全
増
防
爆
構
造
＝
正
常

な
使
用
中
に
は
ア
ー
ク
ま
た

は
火
花
を
発
生
す
る
こ
と
の

な
い
電
気
機
器
に
適
用
す
る

防
爆
構
造
で
あ
っ
て
、
過
度

な
温
度
の
可
能
性
な
ら
び
に

異
常
な
ア
ー
ク
お
よ
び
火
花

の
発
生
の
可
能
性
に
対
し
て

安
全
性
を
増
加
す
る
手
段
が

講
じ
ら
れ
た
電
気
機
器
の
防

爆
構
造
。

■
油
入
防
爆
構
造
＝
電
気
機

器
お
よ
び
電
気
機
器
の
部
分

が
油
の
上
ま
た
は
容
器
の
外

部
に
存
在
す
る
爆
発
性
雰
囲

気
に
点
火
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
な
方
法
で
、
こ
れ
ら
を

油
に
浸
す
電
気
機
器
の
防
爆

構
造
。

■
本
質
安
全
防
爆
構
造
＝
正

常
状
態
お
よ
び
仮
定
し
た
故

障
状
態
に
お
い
て
、
電
気
回

路
に
発
生
す
る
ア
ー
ク
ま
た

は
火
花
お
よ
び
熱
が
ガ
ス
ま

た
は
蒸
気
に
点
火
す
る
お
そ

れ
が
な
い
よ
う
に
し
た
電
気

機
器
の
防
爆
構
造
。

最新最新のの防爆構造防爆構造はかりはかり特特集集柑柑
（第三種郵便物認可） 2014年（平成26年）8月3日（日）（4）第 3020号

防
爆
構
造
の
規
格
と
各
社
の
製
品
紹
介

防爆構造の種類を示す記号
国際整合防爆による表示構造規格による表示

防
爆
構
造
の
種
類

Ex−防爆構造であること
dd耐圧防爆構造

pxまたはpyf内圧防爆構造
ee安全増防爆構造
oo油入防爆構造

iaまたはibiaまたはib本質安全防爆構造
ss特殊防爆構造
−n非点火防爆構造
−maまたはmb樹脂充填防爆構造

爆発等級またはグループを示す記号
記号防爆構造の種類 国際整合防爆によるグループ構造規格による爆発等級

ⅡA,ⅡB,ⅡC1,2,3（a,b,c,n）耐圧防爆構造
Ⅱ−内圧防爆構造
Ⅱ−安全増防爆構造
Ⅱ−油入防爆構造

ⅡA,ⅡB,ⅡC1,2,3（a,b,c,n）本質安全防爆構造
a：水性ガスおよび水素（水性ガスとは水素をコークスより生成するときに発生する）
b：二硫化炭素／c：アセチレン
n：爆発等級3のすべてのガスを対象

ガスまたは蒸気の発火度の分類（構造規格）

温度上昇限度（寿）発火点の値（寿）発火度
320450を超えるものG1
200300を超え450以下G2
120200を超え300以下G3
70135を超え200以下G4
40100を超え135以下G5

電気機器の温度等級に対応するガスまたは蒸気の分類（国際整合防爆）
温度上昇限度
（寿）

ガスまたは蒸気発火温度の値
（寿）温度等級電気機器の最高表面温度

（寿）
410450を超えるものT1450以下
260300を超え450以下T2300以下
160200を超え300以下T3200以下
95135を超え200以下T4135以下
60100を超え135以下T5100以下
4585を超え100以下T685以下

最
新
防
爆
は
か
り
の
紹
介
柑

発
売
か
ら　

年
目
を
迎
え
る

30

防
爆
の
パ
イ
オ
ニ
アク

ボ
タ

KL-100NX-K-IS-D

／
4
0
2
手
、
1
5
0
0
／

1
5
1
0
手
の
5
機
種
▽
精

度
＝
機
種
に
よ
り
、
1
／
3

0
0
0
～
1
／
4
0
0
0
。

■
耐
圧
防
爆
型
重
量
指
示
計

K
2−

E
P−

E

　

K
2−

E
P−

E
は
、多

彩
な
計
量
モ
ー
ド
を
1
台
に

凝
縮
し
た
オ
ー
ル
・
イ
ン
・

ワ
ン
の
重
量
指
示
計
。

【
特
長
】
▽
耐
圧
防
爆
構
造

E
x
d
Ⅱ
B
T
4
▽
台
は
か

り
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
、
タ
ン
ク

ス
ケ
ー
ル
、
充
填
機
な
ど
多

様
な
計
量
器
に
適
応
▽
台
は

か
り
な
ら
、ひ
ょ
う
量
6
手
、

　

手
、　

手
、　

手
、
1
5

15

30

60

0
手
、
3
0
0
手
、
6
0
0

手
、
1
t
、
1
・
5
t
、
2

t
、
3
t
用
を
品
揃
え
▽
ス

ト
レ
ス
の
な
い
明
る
く
見
や

す
い
大
型
液
晶
表
示
▽
本
質

安
全
防
爆
型
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー

（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
に
8
0
0

件
の
計
量
デ
ー
タ
を
記
憶
▽

本
機
1
台
で
4
台
の
台
は
か

り
に
接
続
可
（
液
晶
画
面
を

分
割
表
示
）

【
仕
様
】▽
制
御
入
出
力（
電

気
）
標
準
装
備
。
バ
ル
ブ
、

カ
ッ
ト
ゲ
ー
ト
、
モ
ー
タ
コ

ン
ベ
ア
な
ど
の
制
御
が
容
易

▽
日
本
語
表
示
の
5
・
7
イ

ン
チ
S
T
N
型
白
色
L
C
D

▽
最
大
1
0
0
通
り
の
設
定

値
記
憶
。
反
復
作
業
や
異
種

配
合
作
業
に
最
適
▽

取
引
・
証
明
に
使
用

で
き
る
国
家
検
定
品

も
製
作
可
（
台
は
か

り
の
場
合
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

K2-EP-E



　

宝
計
機
製
作
所
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
耐
圧
防
爆
に
対
応
し

た
機
器
を
開
発
し
て
い
る
。

最
新
の
機
器
を
い
く
つ
か
紹

介
す
る
。

■　

Ｌ
缶
全
自
動
充
填
機

18
「
T
F
M−

3
0
A
P
X
」

　

す
べ
て
の
機
器
を
防
爆
仕

様
で
構
成
し
て
あ
る
の
で
、

危
険
場
所
に
そ
の
ま
ま
設
置

で
き
る
。

【
充
填
機
の
仕
様
】
自
動
的

に
一
定
量
の
充
填
を
す
る
。

▽
計
量
部
＝
耐
圧
防
爆
型

ロ
ー
ド
セ
ル
1
点
式
（
ひ
ょ

う
量
／
目
量
：　

手
／
0
・

30

0
1
手
）、▽
充
填
部
＝
投
入

方
式
：
2
段
投
入
方
式
、
接

液
部
材
質
：
S
U
S
3
0
4

（
パ
ッ
キ
ン
：
テ
フ
ロ
ン
）、

付
属
装
置
：
自
動
た
れ
受
け

装
置
、
充
填
能
力
：
1
0
0

缶
／
h（
充
填
液
が
水

で
、
充
填
圧
力
0
・
2

M　

、流
量
一
定
の
場

Pa
合
）、
充
填
精
度
：
±

0
・
1
％
F
S

【
そ
の
他
の
部
分
の

仕
様
】▽
デ
パ
レ
タ
イ

ザ
ー
＝
人
手
に
よ
り
装
置
に

接
続
し
た
専
用
の
空
缶
カ
ー

ゴ
か
ら
、
装
置
上
へ
空
缶
を

自
動
搬
入
す
る
。
空
缶
カ
ー

ゴ
ス
ト
ッ
ク
数
：
最
大　

缶
72

（
6
缶
×
3
列
×
4
段
）
▽

ア
ン
キ
ャ
ッ
パ
ー
＝
缶
の
口

位
置
が
適
正
で
あ
る
か
判
定

し
、
金
属
製
仮
キ
ャ
ッ
プ
を

取
り
外
す
▽
チ
ェ
ッ
ク
秤
＝

充
填
量
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
。
耐
圧
防
爆
型
ロ
ー
ド
セ

ル
1
点
式
、
ひ
ょ
う
量
／
目

量
：　

手
／
0
・
0
1
手
、検

30

定
合
格
品
▽
キ
ャ
ッ
パ
ー
＝

ホ
ッ
パ
ー
に
供
給
さ
れ
た

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
付
け
る
。

▽
ラ
ベ
ラ
ー
＝
充
填
缶
に
ラ

ベ
ル
を
自
動
で
貼
り
付
け

る
。
側
面
貼
り
付
け
縦
型

タ
ッ
ク
ラ
ベ
ル
1
種
専
用

（
ロ
ー
ル
タ
イ
プ
）、貼
り
付

け
能
力
：
3
0
0
缶
／
h
、

貼
り
付
け
後
、
フ
ァ
イ
バ
ー

セ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
貼
り
付

け
の
可
否
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。

■
耐
圧
防
爆
型
指
示
計
「
T

D−

3
6
0
0
」

　

新
検
則
に
対
応
し
た
耐
圧

防
爆
型
指
示
計
「
T
D−

3

6
0
0
」
が
登
場
し
た
。
従

来
機
「
T
D−

3
5
0
0
」

の
制
御
機
能
、
オ
プ
シ
ョ
ン

は
そ
の
ま
ま
に
、
ユ
ー
ザ
ー

の
要
望
に
応
じ
た
計
量
台
と

の
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
。

【
特
長
】
▽
通
常
の
計
量
に

加
え
て
、
投
入
制
御
、
排
出

制
御
な
ど
の
シ
ー
ケ
ン
ス
機

能
を
搭
載
（
比
較
投
入
、
比

較
排
出
、
比
較
計
量
、
シ
ー

ケ
ン
ス
投
入
、
シ
ー
ケ
ン
ス

排
出
、コ
ン
ベ
ヤ
静
止
計
量
、

コ
ン
ベ
ヤ
通
過
計
量
）
▽
各

種
オ
プ
シ
ョ
ン
出
力
で
デ
ー

タ
通
信
が
可
能
（
ア
ナ
ロ
グ

出
力
、
R
S−

4
2
2
／
4

8
5
、
R
S−

2
3
2
C
）

▽
T
D−

3
5
0
0
に
比

べ
て
入
出
力
点
数
が
増
加

（
出
力
8
点
、
入
力　

点
）

12

【
主
な
仕
様
】
▽
型
式
＝
T

D−

3
6
0
0
▽
型
式
検

定
合
格
番
号
＝
第
T
C
1
9

3
1
2
号
▽
労
検
認
定
型
式

＝
T
D−

3
6
0
0
▽
防

爆
性
能
＝
E
x
d
Ⅱ
B
T
4

▽
表
示
分
解
能
＝
1
／
6
0

0
0
M
a
x
▽
最
小
入
力
感

度
＝
1
・
0　

▽
ロ
ー
ド
セ

μV

ル
電
源
＝
D
C　

V
±
5
％

10

1
2
0
梓
M
a
x
（
リ
モ
ー

ト
セ
ン
ス
方
式
）
▽

ロ
ー
ド
セ
ル
接
続

数
＝
3
5
0
Ω
系

ロ
ー
ド
セ
ル
4
本

ま
で
並
列
接
続
可

能
▽
電
源
電
圧
＝

A
C
1
0
0
～
2
4
0
V
、

　

／　

需
（
ブ
ザ
ー
電
圧
は

50

60

A
C
1
0
0
／
1
1
0
V
ま

た
は
A
C
2
0
0
／
2
2
0

V
▽
I
E
C
保
護
等
級
＝
I

P　
53

■
耐
圧
防
爆
型
P
L
C
「
T

E
X−

P
L
C
」

　

三
菱
製
Q
シ
リ
ー
ズ
シ
ー

ケ
ン
サ
を
内
蔵
し
て
い
る
の

で
、
危
険
場
所
で
の
制
御
が

可
能
。

【
特
長
】
▽
従
来
は
不
可
能

だ
っ
た
P
L
C
が
危
険
場
所

で
使
用
可
能
▽
液
晶
表
示
と

シ
ー
ト
キ
ー
を
標
準
装
備
し

て
い
る
の
で
、
現
場
操
作
も

可
能

【
標
準
仕
様
】
▽
電
源
電
圧

＝
A
C
1
0
0
～
2
4
0

V
、　

／　

需
（
内
部
D
C

50

60

電
源
電
圧
D
C　

V
）
▽
D

12

C
入
力
＝
D
C　

V　

点
1

24

32

コ
モ
ン
▽
通
信
I
／
F
＝
R

S−

2
3
2
C
×
1　

、
R

ch

S−

4
2
2
／
4
8
5
×

1　

、
C
C−

L
i
n
k
×

ch
1　

▽
シ
ー
ト
キ
ー
＝　

点

ch

24

（
6
×
4
）

【
問
い
合
わ
せ
】
叙
宝
計
機

製
作
所
＝
山
口
県
柳

井
市
柳
井
3
8
8
9

番
地
、
電
話
0
8
2
0

−

2
2−

0
3
8
9

耐
圧
防
爆
型
充
填
機
、新
検
則
対
応
の
耐

圧
防
爆
型
指
示
計
、耐
圧
防
爆
型
P
L
C

宝
計
機
製
作
所

18L缶全自動充填機
TFM-30APX

耐圧防爆指示計
TD-3600

耐圧防爆型PLC計
TEX-PLC

　

新
型
の
防
爆
・
防
塵
・
防

水
は
か
り「
F
Z
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
防
爆
仕
様
の
電
子
は
か

り
で
は
初
め
て
操
作
パ
ネ
ル

に
表
示
画
面
を
3
つ
に
増
や

し
た
り
、
テ
ン
キ
ー
を
採
用

し
て
操
作
性
を
高
め
て
い

る
。
数
値
入
力
や
風
袋
量
確

認
な
ど
が
し
や
す
く
な
り
、

作
業
の
効
率
化
に
貢
献
す

る
。

　

本
体
は
表
示
部
も
含
め
防

爆
・
防
塵
・
防
水
の
「
プ
ル
ー

フ
キ
ュ
ー
ブ
（
P
r
o
o
f

3
）」
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

申
請
中
の
防
爆
等
級
は
E
x

i
a
Ⅱ
B
T
4
（
本
質
安
全

防
爆
構
造
）。

　

心
臓

部
の
質

量
セ
ン

サ

に

は
、
新

光
電
子

独
自
技

術
で
あ
る
「
音
叉
式
力
セ
ン

サ
」
を
採
用
、
高
精
度
と
高

速
応
答
で
故
障
知
ら
ず
の
計

量
計
測
技
術
。
音
叉
の
応
力

歪
み
は
ス
ト
レ
イ
ン
ゲ
ー
ジ

式
の　

分
の
1
で
、
出
力
感

10

度
は　

倍
に
あ
た
り
、
分
解

50

能
・
安
定
性
・
再
現
性
な
ど
、

は
か
り
の
基
本
性
能
に
格
段

違
い
が
あ
る
。
ま
た
音
叉
式

力
セ
ン
サ
ゆ
え
の
「
安
心
5

年
保
証
」
と
な
っ
て
い
る
。

【
特
長
】
▽
I
P　

規
格
適

65

合
の
防
塵
防
水
タ
イ
プ
＝
ボ

デ
ィ
は
水
や
塵
は
も
ち
ろ
ん

耐
薬
品
性
・
耐
腐
食
性
に
優

れ
た
S
U
S
3
0
4
ス
テ
ン

レ
ス
製
、
I
P　

規
格
適
合

65

の
密
閉
構
造
な
の
で
ジ
ャ
バ

ジ
ャ
バ
洗
え
て
粉
塵
や
水
分

の
多
い
現
場
で
も
安
心
▽ 

I
R
通
信
で
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー

に
対
応
＝
I
R
通
信
ポ
ー
ト

を
標
準
装
備
、
計
量
デ
ー
タ

を
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
（
D
L
Z

−

2
0
0
）
に
送
信
で
き
る

▽ 
パ
ネ
ル
角
度
は
＝
無
段

階
で
調
整
が
可
能
▽
用
途
で

選
べ
る
2
種
の
表
示
部
＝
使

い
や
す
い
キ
ー
配
列
と
ダ
イ

レ
ク
ト
キ
ー
の
表
示
部
に
、

計
量
状
態
が
判
る
補
助
表
示

を
加
え
た
2
種
の
表
示
部
が

選
べ
る
。

【
仕
様
】
▽
型
式
＝
ひ
ょ
う

量
／
最
小
表
示
の
順
▽
F
Z

−

6
2
0
＝
6
2
0
ｇ
／

0
・
0
0
1
ｇ
▽
F
Z−

3

2
0
0
＝
3
2
0
0
ｇ
／

0
・
0
1
ｇ
▽
F
Z−

6
2

0
0
＝
6
2
0
0
ｇ
／
0
・

0
1
ｇ
▽
F
Z−

1
5
0

0
0
＝
1
5
0
0
0
ｇ
／

0
・
1
ｇ
▽
F
Z−

　

K
P

30

＝　

茜
／
0
・
1
ｇ
▽
F
Z

30

−

　

K
＝　

茜
／
0
・
1
ｇ

60

60

▽
F
Z−

1
0
0
K
＝
1

0
0
茜
／
1
ｇ
▽
F
Z−

2
0
0
K
＝
2
0
0
茜
／
1

ｇ
▽
F
Z−

1
5
0
K
F

＝
1
5
0
茜
／
1
ｇ
▽
F
Z

−

3
0
0
K
F
＝
3
0
0

茜
／
1
ｇ

【
共
通
仕
様
】
▽
風
袋
引
き

範
囲
＝
全
ひ
ょ
う
量
▽
ス
パ

ン
調
整
＝
外
部
校
正
分
銅
に

よ
る
手
動
ス
パ
ン
調
整
▽
過

負
荷
時
表
示
＝
ひ
ょ
う
量
＋

9
目
盛
り
超
過
時
「
o−

E

r
r
」
表
示
▽
表
示
部
＝
L

C
D
、
文
字
高
さ　

㎜
（
補

25

助
表
示　

㎜
）
7
セ
グ
メ
ン

11

ト
最
大
7
桁
▽
温
湿
度
範
囲

＝
5
～　

℃
、　

％
r
h
以

35

80

下
（
た
だ
し
結
露
し
な
い
こ

と
）
▽
電
源
＝
A
C
1
0
0

V
（
+　

％
、
マ
イ
ナ
ス　

10

15

％
）、　

需
／　

需
▽
出
力
＝

50

60

I
R
通
信

【
標
準
装
備
の
機
能
】
▽
音

叉
式
力
セ
ン
サ
▽
液
晶
表
示

▽
本
質
安
全
防
爆
構
造
▽
ス

タ
ン
バ
イ
機
能
▽
最
小
表
示

切
替
機
能
▽
ダ
イ
レ
ク
ト

キ
ー
▽
リ
ミ
ッ
ト
（
コ
ン
パ

レ
ー
タ
）
機
能
▽
加
算
累
計

機
能
▽
バ
ー
グ
ラ
フ
表
示
▽

％
モ
ー
ド
▽
係
数
モ
ー
ド
▽

R
S−

2
3
2
C
▽
I
S

O
／
G
L
P
／
G
M
P
対
応

印
字
▽
I
R
通
信
▽
表
示
部

角
度
調
節
（
F
Z−

1
5
0

K
F
、
F
Z−

3
0
0
K
F

を
除
く
）
▽
I
P　

規
格
適

65

合
防
塵
・
防
水

【
問
い
合
わ
せ
先
】
新
光
電

子
珂
＝
東
京
都
文
京
区
湯
島

3−

9−

　

、
電
話
0
3

11

−

3
8
3
1−

1
0
5
1
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